










要約:HTLV-1母児感染の経路解明と予防法を確立するため1987年8月より長崎県で開始さ

れた人工栄養による ATL prevention program Nagasaki,1987(APP Nagasaki,1987)におけ

る当科での出生児の追跡調査状況を検討した。1987年 8 月 1 日より 1988年 5 月 31 日まで

に HTLV-1 キャリア妊婦より出生し当科に出生連絡のあった児 138 人中 1988 年 12 月 31 日

まで、すなわち生後6ヵ月で当科を受診した児は 71 人(51.4%)で比較的良好な捕捉率を示

した。児の栄養方法は人工栄養 115 人(83.3%)、母乳栄養 5人(3.6%)不明 18 人(13.1%)と各

産科より報告されており、実際に当科を受診した 71人の児でも 1例を除き全て人工栄養で

あった。このことからプログラムが比較的順調に進行していると考えられた。さらに受診

したキャリア母親へのアンケート調査結果ではATLに関してよりわかりやすい解説が必要

であること、子供への感染が心配であると答えた母親が最も多く約 1/3の母親は自分自身

の ATL 発症の不安を持っていること、人工栄養を我々が予測したほど不安に感じていない

こと、などがわかった。 


